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仮設焼却施設における放射性 Cs の焼却残渣への移行・溶出挙動調査 
 ～廃棄物種類の違い～ 
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 1: (国研)国立環境研究所、2: 横浜国立大学、3: (株)神鋼環境ソリューション(現在) 

1. はじめに 

対策地域内では除染廃棄物や災害廃棄物が焼却減容化されているが、焼却過程における放射性 Cs の挙動に

対する廃棄物の種類が及ぼす影響は十分に把握されていない。また、焼却残渣の適正な貯蔵管理および洗浄・

熱処理等によるさらなる減容化のためには焼却残渣の特性を把握する必要がある。特に廃棄物種類ごとに放

射性 Cs の挙動を把握することは、今後の処理計画においても重要である。そこで我々は、除染廃棄物のみ、

家屋解体廃棄物(木くず)のみ、およびそれらの混合廃棄物を焼却した場合について調査を行った。今回、廃棄

物種類ごとの放射性 Csの焼却残渣への移行および溶出挙動の類型化を試みたので、報告する。 

2. 方法 

 対策地域内のストーカ式の仮設焼却施設を対象とし、4施設で合計 18Run (18日間)の調査を行った。いずれ

の施設も排ガス処理のために消石灰と活性炭が噴霧されていた。焼却残渣はキレート処理や加湿処理等がな

される前のものを対象として 1 日の中で複数回採取し、等量を十分に混合して代表試料を作製して分析に用

いた。放射性 Cs濃度は Ge半導体検出器により、元素組成は波長分散型蛍光 X 線 ((株)リガク、Supermini200)

により測定した。投入ごみは均一な試料採取が困難なため、焼却残渣や消石灰の発生(噴霧)量および元素組成・

放射性 Cs濃度をもとに投入ごみの灰分の性状を推計した。また、JIS K 0058-1に基づき溶出試験を実施した。 

3. 結果および考察 

3-1. 放射性 Cs の移行挙動：調査対象日の廃棄物種類および、投入ごみ灰分中の Si-Ca-Cl の三元素の割合を

図 1 に示す。Siは放射性 Csの飛灰への移行を抑制し、Ca および Clが多いと放射性 Csの飛灰への移行率が高

くなることが報告されている[1]。図 1 より、同じ除染廃棄物であっても施設により組成の変動が大きいこと

がわかる。また、家屋解体廃棄物は都市ごみに近い元素割合であり、飛灰への移行率が高くなると予想される。

図 2 に示したように、飛灰濃縮率 (飛灰の放射性 Cs 濃度 / 投入ごみの放射性 Cs 濃度) は、投入ごみの灰分

中の塩基度 (CaO/SiO2) が大きいほど高くなる傾向があり、飛灰濃度の推算に投入ごみの灰分中の塩基度が一

つの指標となる可能性が示された。ただし、除染廃棄物の割合が多い場合には塩基度が大きくても飛灰濃縮率

が低い場合が見られた。これは、除染廃棄物では土壌成分が飛灰へ巻き上げられて放射性 Cs 濃度が希釈され

たためと考えられる[2]。 

3-2. 放射性 Csの溶出挙動：飛灰について、含有する

塩素量と放射性 Cs の溶出率の関係を図 3 に示す。同

じ廃棄物の種類であっても、飛灰からの溶出率のばら

つきは大きかった。これは、施設や Runの違いにより

元素組成が異なるためである。飛灰からの放射性 Csの

溶出には飛灰中の塩素濃度が支配的であり、易溶性で

ある塩化セシウム(CsCl)の存在割合が溶出率へ影響す

る可能性が示唆された。つまり、飛灰中の塩素濃度を

測定することで、簡易的に飛灰からの放射性 Cs 溶出

率を推算できる可能性が考えられる。 
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図 1 投入ごみの灰分中 Si-Ca-Cl 三元素割合. 

図 2 投入ごみの灰分中 CaO/SiO2

比と放射性 Cs濃縮率の関係. 

図 3 飛灰中Cl濃度と放射

性 Cs溶出率の関係. 
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